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　グリセリンー燐脂質が酸或いはアルカリの何れによって
も容易に：水解されるが，Sphingomyelinは前者に比して
水解され難く，特にアルカリに対して抵抗性が大であるこ
とはThudichum（1901）1）以来多くの研究者1により認められ
ている。Sphingomyelin申のコリンの測定に際しても
Lecithinの場合と同様にH：CI一メタノール法，　NaOH一アル
コール法，Ba（0珂2・アルコール法の3水解法が使用せられ
ているが，これ等の3水解法の優劣に関して多くの研究者
の見解には不一致の点が多く，またSphingomyelinの純
粋な製品に関する研究が欠如しているので著者はこれ等の
点を明白にすべく脳髄プロタゴンより可及的に純粋分離せ
るSphingomyelinについて3水解法の比較検討を試みた。
実駿方法並びに成績
　　C）法（　〃　’）．　　　　　　　．’．
　　D）法，試料に無水ア！レ＝一ル12cc及び飽和一NaOH
液1ccを加え封管中にて沸騰水浴中に3時聞加温，以下
同様にしてコリンを測定する。
　・3）．Ba（OH）2法
第1表Sphing・my・1in製品の分析値
　脳髄プロタゴンよりピリヂン処理，氷酷処理並びに石油
工一テルアルコ｛ル処理により可及的に糖脂質，硫脂質並
びにGangllosldeを除去せるSphingonlyelln製品は第1
表の如き’分析値を示した。但しN：Micro・K：jeldahl法，
P：Fiske・Subbarow法，　Sphingosine：．坂上法，糖：続
木法，Plasmal：吉原法，グリセリン：Blix法，脂酸：
Bloor法により分析された。
　：水解法
　1）HCI一メタノール法（前報参照＞
　2）　NaO正1一アルコ）一・ル法
　　A）法（前報参照）
　　B）法（　〃　）
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　　P
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［註］理論値は（1＞Li　gnoceryl－or（II）Palmi七yl－sphin－
　　gosy1－phosphoryl－choline（分子量832または720）
　　として計算した製品Sは脳髄プロタゴンより，ピ
リヂン，氷酷及び石油工一テルーアルコール処理
により可及的に糖脂質，硫脂質及びganglioside
を除去せる製品であり，本研究においては主とし
てこの製品を使用した。SτはSをさらに酸化アル
ミナ吸着法により精製したものであり，またSrr
はSエをさらにNa－alcolate処理を施行したもの
である。
1）　Thudjchum，　J．　L．　W．：　Die　Chemische　Konstitution
　des　Gehirns　des　Mensehen　und　der　Tiere　（［1］Ubin一
gen，ユ901）．
or2
7巻5号 中畑一複合脂質に関する生化単的研究XX 273
　Mackibbin法（1949）2）及びSperry法（1948）3）を参考と
して飽和一Ba（OH）2水5ccにて5時間沸騰水浴中にて加温，
以下同様の操作にてコリンの測定を行った。以上の種々な
る水解法によりSphingomyelin製品を水解してコリンを
測定した結果は第2表の如くである。
考 察
　Thannhauser（1939）4）等はReineekate沈澱法に．より分
離せるSphingomyelin製品についてHCI一メタノール法は
満足すべきコリン値を示すがBa（OH）2法では，その65％‘
の値を示すに過ぎないと述べている。
　Erickson，　Williams（1940）5）等はSphingomyelinが総
燐脂質中に約20％含まれる場合にはHCI一メタノール法並
びにBa（OH）2法は同じコリン値を示すが，50％以上Sphin－
gomyelinを含む時にはHCI一メタノール法が10％高い値
であると報告している。Brallte（1940）6）は脳髄プロタゴン
を用いてNaOH一アルコール法が最高値を示しHCI一メタノ
Pル法は不充分であると報告している。大野はプ・タゴン
よりピリヂン並びに氷酷法で可及的糖脂質及び硫脂質を除
去せるSphingomyelin製品においてBrante同様NaOH
法のみが満足すべき’値を示，し，HCI一メタノール法は前者の
30％，またBa（OH）2法ではさらに低く測定不能なることを
第2表　各種水解法によるSphingomyelin製品申のコリンの測定
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認めた。またSperry（1946＞7），（1948＞3）はHCI一メタノール
或．いはHCI一アルコール法はイ可れもSphingonlyelinの水解
には不充分であり，半飽和一Ba〔OH）聖水を用いてSphingo－
myelinを：水解し得ると…撮告している。
　著者は第1表に示す分析値を有するSphingomyelin製
品について種々なる水解法を比較したのであるが，HCI一メ
タノール法は第2表に示す如く理論値の最高40％，最低10
％の間を動揺し，Sperryと同様の結果を得た。　NaOH一ア
ルコール法ではC）法72時間が最高で理論値の平均80％，
D）．法及びB）法が75％，A）法は50％であった。また，
Ba（0珂2法は平均50％にすぎなかった。
　著者の得たる成績を，他の研究者の報告と比較すると
NaOH一アルコール法がSphingomyelinの水解に最も優秀
である点においてBrante及び大野，またHCI一メタノー
ル法がSphingomyelinの水解に適しない点においては
Brante，大野及びSperryと一致し，　Thannha’userとは
相反す。Thannhauserの使用せるSphingomyelinは
Reineckate沈澱法により分離されたもので当然かなりの
Hydro－leeithinを含有すると見なされる点にこの矛盾が
存するものと思われる。また飽和一Ba（OH）2がHC1一メタノ
ール法よりも優秀なる点においてSperryの報告に一致す
る．。
結 論
　1．純度約70％のSphingomyelin製品について，そ
のコリン測定に関してHCI一メタノール法，　NaOH一アルコ
ール法及びBa（OH）2法が比較検討された。
　2．Sphingomyelinの定量的水解1こはNaOH一アルコー
ル法が最も優越することが確認されたet
　lN－NaOHアルコール，37℃，72時聞処理が最高の＝リン
値即ち理論値の80％を示し，1N－NaOH一アルコ・・一ル，封管
沸騰水浴中3時間或いは沸騰水浴上2時間がこれに次ぎ，
75％，Brante法は最も低く50％であった。飽和一Ba（OH）2一
水法もまた平均50％の＝リン値を示した。HCl一メタノー
ル法はさらに一低く，Sphingomyelin製品のコリン測定に
は使用し得ないことが確認された。
（昭和30．4．20受付）
Summary
　　Using　the　Sphingomyelin　preparation　（Nitrogen，　to　phosphorous　ratio　of　1．9：1），　ob－
tained　from　the　cattle　brains，　three　hydrolysis　procedures　were　compared　quantitatively
on　the　choline　determination．　lt　was　recognized　that　the　NaOH－ethanol　method，　provid－
ing　about　800／o　of　choline　value，　was　only　available　for　the　quan’titati’ve　hydrolysis　of
sphingomyelin，　while　the　HCI－methnol　and　Ba（OH）2－ethanol　method　yielded　results　which
were　abou’t　800／o　and　400／a　respectively　lower　than　theoretical　value．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Reeeived　April　20，　1955）
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